
「
尚
書
集
注
音
疏
述
」と『
説
文
解
字
注
』の
符
合
挙
例（
吉
田
）

　
『
尚
書
集
注
音
疏
』
の
著
者
江
声
が
『
説
文
解
字
』
の
注
釈
に
手
を
染

め
、
段
玉
裁
の
『
説
文
解
字
』
研
究
を
見
て
心
服
し
、
筆
を
擱
い
て
稿
本
を

段
玉
裁
に
与
え
た
こ
と
は
、
夙
に
狩
野
直
喜
『
中
国
哲
学
史
』
に
記
さ
）
1
（

れ
、

広
く
知
ら
れ
た
事
柄
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
『
碑
伝
集
』
巻
百
三
十
四
に
収
め

る
孫
星
衍
の
「
江
声
伝
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

江
声
、
字
は
叔
澐
、
号
は
艮
庭
、
江
蘇
省
元
和
の
人
で
あ
る
。
漢
の
江

革
か
ら
数
え
て
五
十
七
代
目
の
子
孫
で
、
六
代
遡
る
先
祖
の
禹
奠
は
、

休
甯
か
ら
呉
門
に
遷
居
し
、
孝
行
を
施
し
た
こ
と
は
、
方
志
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
曾
祖
父
は
大
浙
、
祖
父
は
文
懋
。
父
は
黔
で
声
を
生
み
、

全
部
で
兄
二
人
、
弟
一
人
が
い
る
。
声
は
幼
い
頃
か
ら
児
戯
を
好
ま

ず
、
聡
明
さ
は
並
外
れ
て
お
り
、
七
歳
で
家
庭
教
師
に
従
っ
て
読
書

し
、
読
書
は
何
の
た
め
に
す
る
の
か
を
問
う
と
、
教
師
は
科
挙
に
及
第

す
る
た
め
だ
と
答
え
た
の
で
、
声
は
こ
れ
に
進
む
手
だ
て
を
求
め
た
。

父
親
は
元
々
鋳
金
を
生
業
と
し
た
が
、
既
に
原
価
を
割
っ
て
処
分
し
、

無
錫
に
居
住
し
た
の
で
、
声
は
兄
と
塾
師
を
し
て
養
っ
た
。
二
十
九
歳

で
、
父
の
廃
疾
に
遭
い
、
朝
晩
し
と
ね
に
侍
っ
て
着
衣
を
解
か
ず
、
手

ず
か
ら
薬
用
の
食
物
を
作
り
、
自
身
で
便
器
を
洗
う
ま
で
し
、
汚
穢
を

見
て
病
気
の
加
減
を
確
か
め
た
。
喪
中
に
及
ぶ
と
、
哀
傷
で
骨
ば
か
り

に
痩
せ
、
三
年
を
超
え
て
も
、
姿
は
悲
し
げ
で
喪
に
服
し
た
て
の
よ
う

で
あ
っ
た
。
母
の
廃
疾
に
侍
り
、
喪
に
服
す
の
も
、
や
は
り
父
が
没
し

た
時
と
同
様
で
、
身
内
の
も
の
は
そ
の
至
上
の
行
い
を
不
憫
に
思
っ

た
。
孤
児
と
な
っ
た
こ
と
で
、
も
は
や
科
挙
の
こ
と
か
ら
は
手
を
引

き
、
専
ら
経
書
の
意
義
と
経
古
文
学
を
好
み
、
許
慎
の
『
説
文
解
字
』

を
入
手
す
る
と
、
喜
ん
で
温
習
し
て
、「
私
は
読
書
す
る
に
は
先
ず
字

を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
始
め
て
知
っ
た
」
と
言
っ
た
。
三
十
歳
で
同

郷
の
恵
棟
徴
君
に
師
事
し
て
、
疑
義
難
問
を
質
し
、
門
下
に
身
を
置

き
、
学
問
は
日
に
日
に
進
ん
だ
。

　
　
　

四
十
一
歳
で
始
め
て
『
尚
書
』
の
学
問
に
着
手
し
、
唐
の
貞
観
の
時

諸
々
の
経
の
正
義
を
作
る
の
に
、
毛
詩
、
三
礼
、
春
秋
公
羊
伝
の
他

は
、
い
ず
れ
も
晋
人
の
手
に
な
る
後
出
の
注
を
取
り
、
反
対
に
漢
代
の

専
門
経
師
に
よ
る
所
説
を
伝
え
な
い
の
を
憂
い
た
。
恵
棟
徴
君
は
す
で

に
『
周
易
述
』
を
著
し
、
経
古
文
学
を
深
く
研
究
し
て
い
た
が
、
声
も

『
尚
書
集
注
音
疏
』
を
著
し
、
今
文
二
十
九
篇
を
保
っ
て
、
梅
賾
が
献

上
し
た
内
の
偽
作
二
十
八
篇
と
辨
別
し
た
。
書
伝
に
引
く
湯
征
、
太
誓

「
尚
書
集
注
音
疏
述
」
と
『
説
文
解
字
注
』
の
符
合
挙
例

吉　

田　
　
　

純
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諸
篇
の
逸
文
を
取
）
2
（

り
、「
書
序
」
に
依
り
載
録
し
た
。
さ
ら
に
『
説
文

解
字
』、
経
部
子
部
の
典
籍
に
引
く
『
尚
書
』
の
古
文
と
本
字
の
書
体

を
取
り
上
げ
て
、
秦
代
の
隷
書
お
よ
び
唐
の
開
元
年
間
に
古
字
を
改
変

し
た
誤
謬
を
訂
正
し
た
。
鄭
玄
の
残
存
す
る
注
と
漢
儒
の
逸
失
し
た
所

説
を
輯
佚
し
、
み
ず
か
ら
の
見
解
を
附
し
て
そ
の
た
め
の
疏
を
著
し
、

自
説
に
根
拠
が
有
る
の
を
明
ら
か
に
し
た
。
小
篆
で
経
文
を
書
く
こ
と

で
、
夏
殷
周
三
代
の
元
々
の
文
字
に
回
帰
し
、
下
書
き
を
都
合
四
度
書

き
換
え
、
十
余
年
の
歳
月
を
重
ね
て
、
僅
か
な
欠
点
が
あ
る
と
は
い
え

大
部
分
の
純
正
な
こ
と
は
覆
い
隠
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
当
時
王
鳴
盛

光
禄
寺
卿
は
『
尚
書
後
案
』
を
著
し
、
や
は
り
鄭
玄
の
所
説
を
疏
通
証

明
し
、
経
古
文
学
を
考
察
研
究
し
よ
う
と
の
著
書
で
あ
り
、
声
を
自
宅

に
招
き
疑
義
を
協
議
訂
正
し
た
上
で
、
始
め
て
世
間
に
広
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

　
　
　

声
は
さ
ら
に
後
世
に
な
る
と
『
説
文
解
字
』
序
に
い
う
「
考
」「
老
」

が
転
注
だ
と
の
意
味
を
考
え
過
ぎ
、
小
篆
の
字
迹
で
追
求
す
る
ま
で
に

な
っ
た
の
を
憂
い
て
、『
六
書
説
』
を
著
し
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
説
文
解
字
序
」
に
い
う
「
建
類
一
首
」
と
は
、
起
一
終
亥
の
五
百
四

十
部
の
部
首
に
他
な
ら
な
い
。
同
じ
く
「
同
意
相
受
」
と
は
、
各
部
首

の
下
に
「
凡
そ
何
々
の
属
、
皆
何
々
に
从
ふ
」
と
あ
る
の
に
他
な
ら
な

い
。
嘉
定
の
銭
坫
判
官
は
こ
れ
を
是
認
し
た
。
私
も
そ
の
説
を
推
し
広

げ
、
思
う
に
は
、『
爾
雅
』
釈
詁
上
の
「
肇
、
祖
、
元
、
胎
」
の
類
は

「
始
」
也
で
あ
っ
て
、「
始
」
も
「
建
類
一
首
」
で
あ
り
、「
肇
、
祖
、

元
、
胎
」
が
皆
「
始
」
で
あ
る
の
も
、「
同
意
相
受
」
で
あ
る
。『
説
文

解
字
』
の
こ
れ
に
似
た
も
の
も
大
変
多
く
、「
考
」「
老
」
の
訓
を
推
し

広
げ
る
と
、「
口
」
部
の
「
咽
、
嗌
也
」「
嗌
、
咽
也
」、「
走
」
部
の

「
走
、
趨
也
」「
趨
、
走
也
」
な
ど
、「
考
」
に
「
老
」
と
注
し
、
反
対

に
「
老
」
に
「
老
」
と
注
す
る
の
と
丁
度
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
共

に
「
口
」
部
、「
走
」
部
に
在
る
の
が
「
建
類
一
首
」
に
他
な
ら
な

い
。
声
も
左
様
に
考
え
た
が
、
戴
震
編
修
は
全
部
首
を
貫
く
の
で
意
味

が
広
す
ぎ
る
と
考
え
た
。
声
は
こ
れ
を
咎
め
て
、「
も
し
僅
か
に
『
考
』

『
老
』
だ
け
を
転
注
と
す
る
な
ら
そ
れ
で
狭
過
ぎ
は
し
な
い
か
、
さ
ら

に
（
六
書
の
）
諧
声
と
い
う
意
味
に
し
ろ
全
部
首
を
貫
き
は
し
な
い
の

か
」
と
言
っ
た
。
声
と
戴
君
は
学
問
を
通
じ
て
推
重
し
合
っ
て
い
た

が
、
こ
の
よ
う
に
附
和
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
『
説
文
解
字

考
証
』
を
著
し
た
が
、
段
玉
裁
大
令
が
著
し
た
も
の
に
図
ら
ず
も
符
合

す
る
内
容
が
多
い
の
を
見
て
、
そ
の
ま
ま
筆
を
擱
き
原
稿
を
全
て
差
し

出
し
て
段
玉
裁
に
与
え
）
3
（
た
。

父
親
の
看
護
の
様
子
の
活
写
に
は
江
声
が
至
誠
の
人
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取

れ
る
。
科
挙
か
ら
身
を
引
い
て
任
官
せ
ず
、『
説
文
解
字
』
の
研
究
を
根
柢

に
し
た
『
尚
書
』
学
に
没
頭
し
、
そ
の
所
産
も
小
篆
で
刊
刻
す
る
と
い
う
の

は
世
俗
に
馴
染
ま
な
い
が
、
蘇
州
に
住
ま
い
し
つ
つ
そ
れ
が
で
き
た
の
は
、

財
産
に
恵
ま
れ
た
上
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

上
で
孫
星
衍
が
挙
げ
た
『
説
文
解
字
』
の
二
例
は
た
ま
た
ま
互
訓
の
関
係

に
あ
る
た
め
、
転
注
を
互
訓
の
こ
と
と
す
る
説
と
少
し
く
紛
ら
わ
し
い
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の
）
4
（

で
、
江
声
の
『
六
書
説
』
か
ら
要
所
を
引
く
。

　
　

転
注
と
は
こ
な
た
か
ら
転
じ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
あ
ち
ら
の
注
を
取
っ

て
こ
ち
ら
に
そ
れ
を
注
す
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
考
は
老

な
り
」
の
「
老
」
字
は
、
会
意
文
字
に
属
す
る
。
人
は
老
い
る
と
「
須

も
髪
も
白
く
変
わ
る
」
か
ら
、「
老
」
字
は
「
人
毛
冒
に
从
ふ
」、
こ
れ

は
三
字
を
合
わ
せ
て
意
味
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。「
老
」
字
を
部

首
と
し
て
立
て
る
こ
と
が
所
謂
「
建
類
一
首
」
で
あ
る
。「
考
」
は

「
老
」
と
意
味
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
、「
老
」
字
を
受
け
て
「
老
の
省
に

从
ふ
」。「
考
」
字
の
外
に
「
耆
」「
耊
」「
壽
」「
耈
」
と
い
っ
た
類
な

ど
、
一
体
に
「
老
」
字
と
意
味
が
同
じ
も
の
は
、
い
ず
れ
も
「
老
の
省

に
从
」
っ
て
「
老
」
に
属
す
る
。
こ
れ
は
一
字
の
意
味
を
取
っ
て
、
複

数
の
字
を
ま
と
め
る
も
の
で
、
所
謂
「
同
意
相
受
」
で
あ
る
。
許
叔
重

が
（「
老
」
に
対
し
）
た
だ
「
考
」
を
言
う
だ
け
な
の
は
、
一
字
を
挙

げ
て
残
り
の
字
に
対
す
る
例
と
し
た
ま
で
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
推

し
広
め
る
と
、『
説
文
解
字
』
と
い
う
書
物
は
、
全
部
で
五
百
四
十
部

に
分
か
れ
る
が
、
そ
の
部
分
け
が
「
建
類
」
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
起

一
終
亥
の
五
百
四
十
部
の
部
首
が
、
所
謂
「
一
首
」
に
他
な
ら
な
い
。

下
に
言
う
「
何
々
の
属
、
皆
何
々
に
从
ふ
」
が
、「
同
意
相
受
」
に
他

な
ら
な
い
。
こ
れ
が
い
ず
れ
も
転
注
の
説
き
明
か
し
で
あ
）
5
（

る
。

江
声
に
は
『
説
文
解
字
考
証
』
の
専
著
が
あ
り
、
段
玉
裁
の
所
説
と
多
く
符

合
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
段
玉
裁
が
『
説
文
解
字
注
』
を
著
す
過
程

で
、
こ
の
江
声
の
『
説
文
解
字
考
証
』
を
参
考
に
し
た
旨
の
記
述
は
見
当
た

ら
な
い
。
す
る
と
江
声
の
『
説
文
解
字
』
研
究
が
段
玉
裁
の
『
説
文
解
字

注
』
と
実
際
に
符
合
す
る
か
否
か
を
確
か
め
る
一
つ
の
方
法
は
、
江
声
の

『
尚
書
集
注
音
疏
』
に
散
見
さ
れ
る
特
異
な
用
字
を
『
説
文
解
字
注
』
の
中

に
探
り
、
そ
の
所
説
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

段
玉
裁
の
『
尚
書
集
注
音
疏
』
に
対
す
る
所
見
と
し
て
、
古
国
順
『
清
代

尚
書
）
6
（

学
』
が
「
古
文
尚
書
撰
異
序
」
か
ら
引
く
二
条
が
あ
る
。

　
　

新
奇
を
嗜
好
す
る
手
合
い
に
は
、
唐
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
篆
書
を
集

め
て
編
録
記
述
し
た
『
尚
書
』
が
あ
）
7
（

る
。

し
か
し
続
く
双
行
の
自
注
を
見
れ
ば
、
こ
れ
が
薛
季
宣
『
書
古
文
訓
』
に
体

現
さ
れ
る
宋
次
道
王
仲
至
家
本
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、『
尚
書
集

注
音
疏
』
を
批
判
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　
　

強
い
て
『
説
文
解
字
』
所
引
の
『
尚
書
』
に
従
い
『
尚
書
』
経
文
を
改

変
す
る
な
ら
漢
代
の
元
の
ま
ま
で
な
く
、
さ
ら
に
経
伝
、
先
秦
諸
子
に

引
く
『
尚
書
』
を
取
り
上
げ
て
『
尚
書
』
経
文
を
改
変
す
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、『
尚
書
』
は
完
膚
無
か
ろ
）
8
（
う
。

孫
星
衍
の
伝
に
も
あ
る
通
り
『
尚
書
集
注
音
疏
』
に
は
逐
一
注
記
し
て
『
説

文
解
字
』
所
引
の
『
尚
書
』
に
従
い
経
文
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
右
で
省

か
れ
た
前
文
を
補
う
。

　
　
『
説
文
解
字
』
に
引
く
『
尚
書
』
は
多
く
の
場
合
『
尚
書
』
経
文
と
同

じ
で
な
い
。
孔
安
国
が
孔
子
旧
宅
か
ら
出
た
古
文
尚
書
を
今
字
に
読
み

易
え
た
こ
と
か
ら
、
許
慎
は
そ
の
元
の
ま
ま
を
保
存
し
て
い
る
。『
周

礼
』
の
杜
子
春
、
鄭
衆
、
鄭
玄
が
そ
の
字
を
読
み
易
え
た
の
を
経
て
、

87

三



名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
哲
学
）

書
い
て
伝
え
る
者
は
既
に
読
み
易
え
た
の
に
従
う
が
、
注
の
中
に
故
書

の
元
の
ま
ま
を
保
存
し
て
い
る
の
と
同
様
だ
。『
周
礼
』
を
尽
く
故
書

に
従
っ
て
改
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、『
尚
書
』
を
尽
く
『
説
文

解
字
』
に
従
っ
て
改
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
）
9
（

る
。

『
尚
書
』
の
新
疏
で
あ
れ
ば
経
文
は
過
去
実
際
に
流
布
し
た
通
り
記
さ
れ
る

べ
き
で
、
段
玉
裁
の
言
い
分
は
正
し
い
。
し
か
し
江
声
が
『
説
文
解
字
』
所

引
に
従
う
こ
と
で
、
時
と
し
て
古
の
正
し
い
用
字
を
示
し
得
た
諸
例
に
以
下

は
着
目
し
て
ゆ
き
た
い
の
で
あ
る
。

　
『
尚
書
集
注
音
疏
』
か
ら
特
異
な
用
字
を
見
出
す
範
囲
は
本
来
な
ら
全
書

十
三
巻
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿
は
調
査
途
上
の
報
告
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
数
多
く
の
例
が
頻
出
す
る
巻
末
の
「
尚
書
集
注
音
疏
述
」
と
す
る
。

「
述
」
は
謙
辞
で
「
敘
」
の
こ
と
、『
尚
書
』
の
沿
革
に
つ
い
て
手
際
よ
く
纏

め
自
著
の
目
的
を
も
示
す
。
古
典
籍
を
引
用
す
る
際
に
は
必
ず
そ
の
出
典
を

明
記
し
て
お
り
、
江
声
の
教
育
的
配
慮
が
窺
わ
れ
る
。

　

よ
く
知
ら
れ
た
事
柄
で
あ
る
が
、
江
声
は
日
常
の
筆
記
も
楷
書
を
用
い
ず

小
篆
で
書
い
た
。
江
藩
『
国
朝
漢
学
師
承
記
』
の
江
声
の
伝
に
そ
の
こ
と
が

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

普
段
も
楷
書
を
書
か
ず
、
人
と
手
紙
を
や
り
と
り
す
る
に
し
て
も
、
全

て
篆
書
で
書
い
た
の
で
、
目
に
す
る
者
は
天
書
符
籙
か
と
怪
訝
に
思

い
、
つ
ま
ら
ぬ
儒
者
は
し
ば
し
ば
悪
し
ざ
ま
に
笑
っ
た
が
、
先
生
は
意

に
介
さ
な
か
っ
）
10
（

た
。

と
あ
れ
ば
「
尚
書
集
注
音
疏
述
」
の
底
本
も
本
来
な
ら
篆
字
本
を
用
い
る
べ

き
で
あ
る
が
、
読
解
と
印
刷
の
便
を
考
慮
し
、
と
り
あ
え
ず
『
皇
清
経
解
』

所
収
本
を
用
い
る
。
た
だ
何
分
蕪
雑
な
憾
み
が
あ
る
の
で
、
逐
次
篆
字
）
11
（

本
を

参
勘
し
て
文
字
の
異
同
を
確
認
し
た
。

　

な
お
本
稿
は
江
声
・
段
玉
裁
両
者
の
説
文
学
に
関
わ
る
綿
密
な
論
考
を
企

図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
実
際
の
符
合
例
を
列
挙
し
て
後
日
の
考
察
に
備
え

る
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

　

以
下
の
符
合
例
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
。
難
読
な
も
の
に
は
﹇ 

﹈
内

に
通
常
の
表
記
を
補
っ
た
。

⑴　

六
埶

次
の
よ
う
に
自
注
す
る
。

　
　

俗
に
く
さ
か
ん
む
り
を
加
え
る
の
は
正
し
く
な
い
。
時
と
し
て
さ
ら
に

下
に
「
云
」
を
加
え
る
の
は
益
々
正
し
く
な
）
12
（

い
。

『
説
文
解
字
注
』
三
篇
下
「
丮
」
部
「
埶
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

埶
、
穜
な
り
。
品
坴
に
从
ふ
。
品
持
し
て
之
を
穜
ゑ
）
13
（
る
。

　
　

唐
代
の
人
は
樹う
え
る埶

と
い
う
際
の
字
を
「
蓺
」
と
表
記
し
、
六
埶
と
い
う

際
の
字
を
「
藝
」
と
表
記
し
た
。
説
明
は
『
経
典
釈
文
』
に
見
え
）
14
（

る
。

し
か
し
な
が
ら
「
蓺
」「
藝
」
二
字
は
い
ず
れ
も
『
説
文
解
字
』
に
見

え
な
い
。
周
の
時
代
に
六
藝
と
い
う
際
の
字
は
、
思
う
に
や
は
り

「
埶
」
と
表
記
し
た
。
儒
者
に
と
っ
て
の
礼
、
楽
、
射
、
御
、
書
、
数

の
素
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
ち
ょ
う
ど
農
夫
が
樹う
え
る埶
の
と
同
じ
で

あ
）
15
（

る
。
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江
声
の
自
注
の
趣
旨
は
、
段
玉
裁
が
「
埶
」
を
「
周
の
時
代
に
六
藝
と
い
う

際
の
字
」
と
す
る
の
に
同
じ
か
ろ
う
。

⑵　

周
室
念
而
礼
楽
廃

こ
こ
で
特
異
な
用
字
は
「
念
」
で
あ
る
。『
説
文
解
字
注
』
八
篇
上
「
人
」

部
「
念
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

念
、
眇
な
）
16
（

り
。

　
　
「
眇
」
は
各
本
と
も
「
妙
」
と
表
記
す
る
。
い
ま
訂
正
す
る
。
総
じ
て

古
に
「
念
は
眇
」
と
言
っ
た
「
念
」
は
、
今
微
妙
と
言
う
際
の
「
微
」

の
字
だ
。「
眇
」
と
は
「
小
」
の
意
で
あ
る
。
引
伸
し
て
一
般
に
細か
す

か

な
も
の
を
い
う
。「
微
」
と
は
隠
れ
て
行
く
こ
と
で
あ
る
。「
微
」
が
行

わ
れ
て
「
念
」
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。『
玉
篇
』（
巻
三
、
人
部
第
二
十

三
）
に
「（
マ
マ
）」
字
が
あ
り
、
引
用
す
る
『
尚
書
』
の
「
虞
舜
側（
マ
マ
）」
の

「（
マ
マ
）」

は
、
や
は
り
「
念
」
の
俗
字
体
で
あ
）
17
（

る
。

『
説
文
解
字
注
』
二
篇
下
「
彳
」
部
「
微
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

微
、
隠
行
な
）
18
（

り
。

　
　
「
念
」
の
訓
は
「
眇
」、「
微
」
は
「
彳
」
に
从
い
訓
は
「
隠
行
」、
仮
借

し
て
「
微
」
を
「
念
」
の
意
味
で
も
用
い
る
よ
う
に
な
り
「
念
」
は
行

わ
れ
な
く
な
っ
）
19
（

た
。

段
玉
裁
は
「
細か
す

か
」
を
意
味
す
る
字
が
本
来
「
念
」
で
あ
り
、
仮
借
通
用
の

結
果
「
隠
れ
て
行
く
こ
と
」
を
意
味
す
る
「
微
」
が
行
わ
れ
て
「
念
」
は
廃
れ

て
し
ま
っ
た
と
し
て
い
る
。
江
声
の
用
字
の
趣
旨
は
そ
れ
に
同
じ
か
ろ
う
。

⑶　

礼
誼

こ
こ
で
特
異
な
用
字
は
「
誼
」
で
あ
る
。『
説
文
解
字
注
』
三
篇
上
「
言
」

部
「
誼
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

誼
、
人
の
宜う
べ

な
ふ
所
な
）
20
（

り
。

　
　
『
周
礼
』
春
官
肆
師
の
鄭
玄
注
に
、「
故
書
は
（『
礼
儀
』
の
）『
儀
』
を

『
義
』
と
表
記
す
る
。
鄭
衆
が
云
う
、『
義
』
は
『
儀
』
と
音
も
意
味
も

同
じ
に
読
む
、
古
は
、『
儀
』
と
書
く
と
こ
ろ
を
単
に
『
義
』
と
表
記

し
、
今
の
時
代
に
『
義
』
を
意
味
す
る
の
を
『
誼
』
と
表
記
し
た
」
と

あ
る
。
考
え
る
に
こ
れ
は
つ
ま
り
「
誼
」「
義
」
は
古
今
字
の
関
係
に

あ
る
。
周
の
時
代
に
「
誼
」
と
表
記
し
、
漢
の
時
代
に
「
義
」
と
表
記

し
た
。
い
ず
れ
も
現
在
「
仁
義
」
と
い
う
際
の
意
味
で
あ
る
。
現
在

「
威
儀
」
と
い
う
際
の
「
儀
」
字
は
周
の
時
代
に
「
義
」
と
表
記
し
、

漢
の
時
代
に
「
儀
」
と
表
記
し
た
。
一
体
に
経
伝
を
読
む
者
は
古
今
字

を
知
ら
な
い
訳
に
は
ゆ
か
な
い
。
古
今
に
固
定
し
た
時
代
は
無
く
、
周

が
古
な
ら
漢
は
今
で
あ
り
、
漢
が
古
な
ら
晋
宋
が
今
で
あ
る
。
時
代
に

つ
れ
て
運
用
を
異
に
す
る
も
の
を
古
今
字
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、
今
時

の
人
が
言
う
よ
う
に
古
文
籒
文
を
古
字
と
し
、
小
篆
隷
書
を
今
字
と
す

る
の
で
は
な
い
。「
誼
」
は
「
人
の
宜
な
ふ
所
」
と
云
う
の
で
許
慎
は

「
誼
」
を
仁
義
と
い
う
際
の
「
義
」
の
字
の
意
味
だ
と
考
え
て
い
）
21
（

る
。

段
玉
裁
が
「『
誼
』『
義
』
は
古
今
字
の
関
係
に
あ
る
。
周
の
時
代
に
『
誼
』

と
表
記
し
、
漢
の
時
代
に
『
義
』
と
表
記
し
た
」
と
し
て
い
る
の
は
、
江
声

の
用
字
の
趣
旨
に
同
じ
か
ろ
う
。
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⑷　

壁
臧

次
の
よ
う
に
自
注
す
る
。

　
　

俗
に
上
に
く
さ
か
ん
む
り
を
加
え
る
の
は
正
し
く
な
）
22
（

い
。

『
説
文
解
字
注
』
三
篇
下
「
臣
」
部
「
臧
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

臧
、
善
な
）
23
（

り
。

　
　

一
体
に
物
で
善
い
も
の
は
必
ず
内
に
隠
れ
る
。「
艸
」
に
從
（
マ
マ
）う

「
藏
」

を
臧か
く
す匿

の
意
味
の
字
と
す
る
の
は
漢
代
末
に
始
ま
り
、
経
典
を
改
変
す

る
の
だ
が
、
従
う
こ
と
が
で
き
な
）
24
（

い
。

「
藏
」
は
大
徐
本
の
新
附
字
で
あ
る
。『
説
文
解
字
』
一
篇
下
「
艸
」
部

「
藏
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

藏
、
匿
な
）
25
（

り
。

　
　

臣
鉉
等
が
考
え
ま
す
に
、『
漢
書
』
で
は
「
臧
」
字
と
通
用
す
る
。

「
艸
」
に
从
う
の
は
後
の
人
が
加
え
た
も
の
で
あ
）
26
（

る
。

『
説
文
解
字
注
』
の
所
説
は
江
声
の
自
注
の
趣
旨
に
同
じ
か
ろ
う
。

⑸　

迻
書

こ
こ
で
特
異
な
用
字
は
「
迻
」
で
あ
る
。『
説
文
解
字
注
』
二
篇
下
「
辵
」

部
「
迻
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

迻
、
遷
徙
す
る
な
）
27
（

り
。

　
　

今
人
は
「
禾
の
相
倚
移
す
」
が
本
義
の
「
移
」
を
、
仮
借
で
遷
迻
と
い

う
際
の
「
迻
」
字
の
代
わ
り
に
し
て
い
）
28
（

る
。

『
説
文
解
字
』
七
篇
上
「
禾
」
部
「
移
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

移
、
禾
の
相
倚
移
す
る
な
）
29
（

り
。

段
玉
裁
の
「
迻
」
字
下
の
所
説
は
江
声
の
用
字
の
趣
旨
に
同
じ
か
ろ
う
。

⑹　

桼
書

こ
こ
で
特
異
な
用
字
は
「
桼
」
で
あ
る
。『
説
文
解
字
注
』
六
篇
下
「
桼
」

部
「
桼
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

桼
、
木
汁
な
り
。
咼
て
物
を
䰍
る
べ
）
30
（

し
。

　
　

木
汁
を
「
桼
」
の
名
で
呼
ぶ
。
そ
こ
で
そ
の
木
を
名
づ
け
て
「
桼
」
と

い
う
。
今
の
字
は
「
漆
」
と
表
記
し
て
「
桼
」
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
漆
」
は
川
の
名
称
で
あ
る
。
木
汁
で
は
な
い
。『
毛
詩
』（
鄘
風
、
定

之
方
中
、
首
章
、「
椅
桐
梓
桼

0

0

」）、『
尚
書
』（
禹
貢
、「
厥
貢
桼
絲

0

0

」）

の
梓
桼
、
桼
絲
の
「
桼
」
を
い
ず
れ
も
「
漆
」
と
表
記
す
る
の
は
俗
な

手
合
い
が
今
字
で
改
易
し
た
の
で
あ
る
。『
周
礼
』
地
官
載
氏
「
桼
林

の
征
は
二
十
に
し
て
五
」
の
鄭
玄
注
で
鄭
衆
が
言
う
、「
故
書
で
は
漆

林
を
桼
林
と
表
記
す
る
」、
杜
子
春
が
云
う
、「
桼
林
と
表
記
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」、
こ
れ
か
ら
す
る
と
漢
代
の
人
は
二
字
を
厳
し
く
辨
別

し
て
い
た
。
今
の
注
疏
は
誤
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
正
）
31
（

す
。

『
説
文
解
字
』
十
一
篇
上
「
水
」
部
「
漆
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

漆
、
漆
水
な
り
。
右
扶
風
杜
陵
岐
山
よ
り
出
づ
。
東
の
か
た
渭
に

入
）
32
（

る
。

段
玉
裁
が
前
の
「
念
」
字
に
同
じ
く
「
桼
」
字
が
廃
れ
て
し
ま
っ
た
と
説
明

し
て
い
る
の
は
、
江
声
の
用
字
の
趣
旨
に
同
じ
か
ろ
う
。
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⑺　

淵
厦
于
孔
氏

次
の
よ
う
に
自
注
す
る
。

　
　

厦
は
「
原
」
の
古
文
で
あ
）
33
（

る
。

『
説
文
解
字
注
』
十
一
篇
下
「
灥
」
部
「
厦
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

厦
、
水
本
な
り
。
灥
の
厂
下
に
出
づ
る
に
从
）
34
（

ふ
。

　
　

各
本
と
も
「
水
泉
本
也
」
と
表
記
す
る
。
い
ま
（「
泉
」
字
を
）
削
除

し
て
訂
正
す
る
。『
礼
記
』
月
令
の
「
百
源
」
の
鄭
玄
注
に
「
衆
水
始

め
て
出
づ
る
所
を
百
源
と
為
す
」
と
あ
る
。
一
言
で
と
な
え
て
「
原
」

で
あ
り
、
重
ね
て
と
な
え
て
「
原
泉
」
で
あ
る
。『
孟
子
』
離
婁
下
の

「
原
泉
混
混
」
が
そ
れ
に
当
た
）
35
（
る
。

　
　

厡
、
篆
文
泉
に
从
）
36
（

ふ
。

こ
れ
も
や
は
り
（
一
篇
上
で
古
文
の
）「
蝦
」
を
先
に
し
（
小
篆
の
）「
上
」

を
後
に
す
る
の
と
同
様
の
例
で
あ
る
。
小
篆
で
は
「
厡
」
と
表
記
す
る
こ
と

か
ら
、「
厦
」
字
が
古
文
、
籒
文
で
あ
る
の
が
分
か
る
。
後
世
の
人
は
「
厡
」

を
（
二
篇
下
「
辵
」
部
の
、
説
解
に
）「
高
平
を
訥
と
曰
ふ
」
の
「
訥
」
の

代
わ
り
に
し
て
、
別
に
「
源
」
字
を
こ
し
ら
え
「
本
厡
」
と
い
う
際
の

「
厡
」
と
同
義
と
し
た
。「
誤
り
に
慣
れ
反
っ
て
正
し
い
と
思
い
込
」
ん
で
長

く
経
）
37
（
つ
。

「
厡
」
即
ち
「
原
」
で
、
段
玉
裁
の
説
明
に
よ
り
江
声
は
そ
の
古
文
の
書
体

を
用
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

⑻　

𨛬
優

こ
こ
で
特
異
な
用
字
は
「
𨛬
」
で
あ
る
。『
説
文
解
字
注
』
六
篇
下
「
邑
」

部
「
𨛬
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

𨛬
、
河
東
郡
聞
喜
）
38
（

郷
な
り
。

　
　
「
郷
」
は
各
本
と
も
「
縣
」
と
表
記
す
る
。
い
ま
『
広
韵
』（
上
平
声

「
𨛬
」
字
下
に
「
郷
名
、
在
聞
喜
」
と
あ
る
の
）
に
依
拠
し
て
訂
正
す

る
。
河
東
郡
に
聞
喜
県
・
城
を
置
く
の
は
『
漢
書
』
地
理
志
、『
後
漢

書
』
郡
国
志
い
ず
れ
も
同
じ
で
あ
る
。
現
在
の
山
西
省
絳
州
聞
喜
縣

が
、
漢
の
聞
喜
縣
の
故
地
で
あ
る
。『
広
韵
』（
上
平
声
「
𨛬
」「
裴
」

字
下
）
に
「
郷
の
名
な
り
。
聞
喜
に
在
り
。
伯
益
の
後あ
と

、
𨛬
郷
に
封
ぜ

ら
る
。
因
り
て
以
て
氏
と
為
す
。
後
に
徙
り
て
解
邑
に
封
ぜ
ら
る
。
乃

ち
『
邑
』
を
去
り
て
『
衣
』
に
従
ふ
」
と
あ
る
。
思
う
に
今
の
字
は

「
裴
」
が
行
わ
れ
て
「
𨛬
」
は
廃
れ
て
し
ま
っ
）
39
（

た
。

段
玉
裁
が
前
の
「
桼
」
字
に
同
じ
く
「『
裴
』
が
行
わ
れ
て
『
𨛬
』
は
廃
れ

て
し
ま
っ
た
」
と
説
明
す
る
の
は
、
江
声
の
用
字
の
趣
旨
に
同
じ
か
ろ
う
。

⑼　

滴
百
篇
之
敘

次
の
よ
う
に
自
注
す
る
。

　
　
「
滴
」
は
俗
に
「
散
」
と
表
記
す
）
40
（

る
。

『
説
文
解
字
注
』
七
篇
下
「
夊
」
部
「
滴
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

滴
、
分
離
な
）
41
（

り
。

　
　
（
四
篇
下
「
肉
」
部
）「
栃
」
字
、（
十
一
篇
上
「
水
」
部
）「
𣽽
」
が
声
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符
と
し
て
い
る
。「
栃
」
が
行
わ
れ
て
「
滴
」
は
廃
れ
て
し
ま
っ
）
42
（

た
。

「
栃
」
即
ち
「
散
」
で
あ
る
。
こ
の
段
玉
裁
の
所
説
も
⑻
と
同
様
の
も
の

で
、
江
声
の
用
字
の
趣
旨
に
同
じ
か
ろ
う
。

⑽　

引
冠
篇
耑

こ
こ
で
特
異
な
用
字
は
「
耑
」
で
あ
る
。『
説
文
解
字
注
』
七
篇
下
「
耑
」

部
「
耑
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

耑
、
物
初
め
て
生
ず
る
の
題
な
）
43
（

り
。

　
　
「
題
」
は
頟
で
あ
る
。
人
の
体
で
は
頟
が
最
も
上
で
あ
る
。
物
の
最
初

の
現
れ
は
、
そ
の
物
の
頟
に
他
な
ら
な
い
。
古
は
発
端
と
い
う
際
の

「
端
」
の
字
を
「
耑
」
と
表
記
し
た
。
今
は
「
端
」
が
行
わ
れ
て
「
耑
」

は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。
な
の
に
多
く
は
「
耑
」
を
「
専
」
の
意
味
に
用

い
て
い
る
。『
周
礼
』
考
工
記
、
磬
氏
の
「
已
下
は
則
ち
其
の
耑
を
摩

す
」
が
「
耑
」
字
を
本
義
で
用
い
て
い
る
。『
春
秋
左
氏
伝
』
文
公
元

年
伝
の
「
端
を
始
め
に
履
む
」
は
、
仮
借
で
「
端
」
を
「
耑
」
の
代
わ

り
に
し
て
い
）
44
（

る
。

段
玉
裁
が
前
の
「
桼
」
字
と
同
様
に
「
今
は
『
端
』
が
行
わ
れ
て
『
耑
』
は

廃
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
の
は
、
江
声
の
用
字
の
趣
旨
に
同
じ

か
ろ
う
。

⑾　

反
㡿
鄭
氏
所
述
之
二
十
四
篇
為
張
覇
偽
造

次
の
よ
う
に
自
注
す
る
。

　
　

㡿
、
昌
石
の
反
。
俗
に
偽
あ
や
ま

っ
て
「
斥
」
と
表
記
す
）
45
（

る
。

『
説
文
解
字
注
』
九
篇
下
「
广
」
部
「
㡿
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

㡿
、
屋
を
卻
す
る
な
）
46
（

り
。

　
　
「
屋
を
卻
す
る
」
と
は
、
そ
の
家
屋
を
開
拓
し
て
広
く
す
る
こ
と
で
あ

る
。（
一
字
上
の
「
擧
」
字
の
説
解
の
）「
屋
迫
る
（
な
り
）」
と
反
対

に
な
る
。『
広
韵
』（
入
声
「
㡿
」
字
下
）
所
引
の
『
説
文
』
は
「
卻
行

也
」
と
表
記
す
る
が
、
正
し
く
な
い
。「
屋
を
卻
す
る
」
と
い
う
本
義

は
引
伸
し
て
「
𢇛
逐
」
の
意
味
と
な
り
、「
充
𢇛
」
の
意
味
と
な
る
。

左
思
「
魏
都
賦
」
李
善
注
所
引
の
『
蒼
頡
篇
』
に
は
「
𢇛
、
広
な
り
」

と
あ
）
47
（
る
。
さ
ら
に
引
伸
し
て
「
指
𢇛
」
の
意
味
と
な
る
。『
春
秋
穀
梁

伝
』
僖
公
五
年
伝
に
「
晋
公
を
目な
い

ひ
て
殺
す
を
𢇛
す
」
と
あ
る
の
が
そ

れ
に
当
た
）
48
（
る
。

　
　

广
に
从
ふ
、
屰
）
49
（

の
声0

。

　
　
『
広
韵
』（
同
上
）
所
引
に
「
声0

」
字
が
無
い
の
は
正
し
く
な
い
。
…
…

俗
に
「
𢇛
」「
斥
」
と
表
記
す
る
が
、
字
の
態
を
成
さ
ぬ
の
に
近
）
50
（
い
。

段
玉
裁
は
「
㡿
」
字
が
「
引
伸
し
て
『
指
𢇛
』
の
意
味
と
な
る
」
こ
と
を
用

例
を
挙
げ
て
示
し
た
上
で
、「
俗
に
『
斥
』
と
表
記
す
る
が
、
字
の
態
を
成
さ

ぬ
の
に
近
い
」
と
断
定
し
て
い
る
。
江
声
の
自
注
の
趣
旨
に
同
じ
か
ろ
う
。

⑿　

𨝬
杯
﹇
許
慎
﹈

次
の
よ
う
に
自
注
す
る
。

　
　
「
𨝬
」
は
元
来
国
の
名
で
あ
り
、
そ
れ
で
後
に
姓
と
し
た
。
音
は
「
許
」
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と
同
じ
で
あ
る
。
俗
な
手
合
い
は
そ
の
ま
ま
「
許
」
と
表
記
す
る
が
、

別
字
で
あ
）
51
（

る
。

『
説
文
解
字
注
』
六
篇
下
「
邑
」
部
「
鄦
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

鄦
、
炎
帝
大
獄
の
胤
甫
矦
封
ぜ
ら
）
52
（

る
。

　
　

炎
帝
神
農
氏
の
後
裔
が
大
獄
で
あ
る
。（
七
篇
下
「
呂
」
部
）「
呂
」
字

下
の
説
解
に
詳
し
い
。
大
獄
は
呂
に
封
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
裔
甫
矦
も
ま

た
鄦
に
封
ぜ
ら
れ
た
。「
鄦
」「
許
」
は
古
今
字
の
関
係
に
あ
る
。『
漢

書
』
地
理
志
に
「
潁
川
郡
、
許
、
故
国
、
姜
姓
、
四
岳
の
後
、
太
叔
封

ぜ
ら
る
」
と
あ
）
53
（

る
。
…
…

　
　

潁
川
に
在
）
54
（
り
。

　
　

鄦
が
潁
川
許
縣
に
在
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
潁
川
郡
に
許
縣
・
城
を

置
く
の
は
『
漢
書
』
地
理
志
、『
後
漢
書
』
郡
国
志
い
ず
れ
も
同
じ
で

あ
る
。
漢
代
に
は
字
を
「
許
」
と
表
記
し
、
周
代
に
は
字
を
「
𨝬
」
と

表
記
し
た
。『
史
記
』
鄭
世
家
に
「
鄦
公
鄭
を
楚
に
悪そ
し

る
」
と
あ
る
の

は
、
思
う
に
周
代
の
字
の
名
残
を
留
め
る
も
の
で
あ
る
。
今
『
春
秋
』

経
、
伝
が
「
鄦
」
と
表
記
し
な
い
の
は
、
後
の
人
が
改
変
し
た
の
か
、

周
代
に
は
す
で
に
仮
借
し
て
（「
許
」
と
表
記
し
て
）
い
た
の
か
、
断

定
し
か
ね
る
。「
潁
川
許
縣
に
在
り
」
と
言
わ
な
い
わ
け
は
、（「
許
」

が
「
鄦
」
と
）
字
形
が
異
な
っ
て
も
字
音
が
同
じ
で
、
土
地
も
古
今
同

一
だ
か
ら
で
あ
る
。
現
在
河
南
省
許
州
の
東
方
三
十
里
に
旧
許
昌
城
址

が
あ
）
55
（

る
。

段
玉
裁
は
「『
鄦
』『
許
』
は
古
今
字
の
関
係
に
あ
る
」
と
説
明
し
、
か
つ

「
漢
代
に
は
字
を
『
許
』
と
表
記
し
、
周
代
に
は
字
を
『
𨝬
』
と
表
記
し

た
」
と
推
察
し
て
い
る
。
江
声
の
自
注
の
趣
旨
に
同
じ
か
ろ
う
。

⒀　

它

次
の
よ
う
に
自
注
す
る
。

　
　

它
、
土
加
の
反
。
俗
に
は
人
偏
に
也
が
旁
の
字
を
書
く
。
正
し
く

な
）
56
（

い
。

『
説
文
解
字
注
』
十
三
篇
下
「
它
」
部
「
它
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

它
、
虫
な
り
。
虫
に
从
ひ
て
長
し
。
冤
曲
𠂹
尾
の
形
を
象
）
57
（

る
。

　
　
「
𠂹
」
は
各
本
と
も
「
垂
」
と
表
記
す
る
。
い
ま
訂
正
す
る
。「
𠂹
」
は

（
六
篇
下
「
𠂹
」
部
「
𠂹
」
字
の
説
解
に
あ
る
通
り
）
艸
木
花
葉
が
𠂹

れ
る
意
味
で
あ
る
。
引
伸
し
て
一
般
に
物
が
下
𠂹
す
る
の
を
言
う
。

「
垂
」
は
（
十
三
篇
下
「
土
」
部
「
垂
」
字
の
説
解
に
あ
る
通
り
）

遠か
た
ほ
と
り邊

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
そ
の
意
味
で
は
な
い
。「
冤
曲
」
は
胴
体

で
、「
垂
尾
」
は
末
部
で
あ
る
。「
虫
」
字
は
蝮
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い

る
形
を
象
っ
て
い
る
か
ら
、
尾
を
屈
曲
さ
せ
て
い
て
短
い
。「
它
」
は

上
が
「
冤
曲
」
し
て
い
て
下
が
「
垂
尾
」
な
の
を
象
っ
て
い
る
か
ら
長

い
。
尾
を
屈
曲
さ
せ
て
い
る
の
を
「
虫
」
と
言
い
、
尾
を
垂
れ
て
い
る

の
を
「
它
」
と
言
）
58
（

う
。

　
　

…
…
上
古
は
艸
凥
す
れ
ば
它
を
患
ふ
。
故
に
相
問
ふ
、
它
無
き
か
）
59
（

と
。

　
　

上
古
と
は
神
農
以
前
を
言
う
。「
相
問
ふ
、
它
無
き
か
」
は
、
ち
ょ
う
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ど
後
世
の
人
の
「
恙
あ
ら
ず
」「
恙
無
し
」
と
同
じ
で
あ
る
。
言
葉
が

時
と
共
に
移
り
変
わ
っ
た
結
果
、（「
它
」
無
し
を
）
別
条
の
無
い
こ
と

の
意
味
に
当
て
て
、
字
は
仮
借
で
「
佗
」
を
当
て
る
場
合
も
あ
れ
ば
、

ま
た
俗
に
「
他
」
と
表
記
す
る
。
経
典
は
多
く
の
場
合
「
它
」
と
表
記

す
る
。
ち
ょ
う
ど
「
彼
」
と
言
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
許
慎
は
こ
う

言
っ
て
仮
借
の
例
を
説
明
し
て
い
）
60
（

る
。

段
玉
裁
の
説
明
は
、「
佗
」「
他
」
と
せ
ず
「
它
」
と
表
記
し
た
江
声
の
用
字

の
趣
旨
に
同
じ
か
ろ
う
。

⒁　

臮
百
篇
之
敘

次
の
よ
う
に
自
注
す
る
。

　
　

臮
、
求
利
の
反
。
俗
に
通
じ
て
「
曁
」
と
表
記
す
）
61
（
る
。

『
説
文
解
字
注
』
八
篇
上
「
㐺
」
部
「
臮
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

臮
、
眾
與
の
䛐
な
）
62
（

り
。

　
　
「
與
詞
」
二
字
は
各
本
と
も
逆
さ
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま
『
広
韵
』（
去

声
「
臮
」
字
下
所
引
『
説
文
解
字
』）
に
依
拠
し
て
訂
正
す
る
。「
眾

與
」
と
は
大
勢
と
與と
も

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
與と
も

に
す
る
の
が
一
人
で
な

い
。「
詞
」
は
（
九
篇
上
「
司
」
部
「
䛐
」
字
説
解
に
あ
る
通
り
）
意

内
言
外
（
内
に
意
思
が
有
っ
て
言
外
に
表
す
こ
と
）
を
言
う
。「
臮
」

は
仮
借
で
「
洎
」
と
表
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。
鄭
玄
の
毛
詩
寵
（
譜
）

（
商
頌
譜
）
に
引
く
『
尚
書
』
無
逸
に
、「
爰
に
小
人
と
洎
に
」
と
あ
る

の
が
そ
れ
に
当
た
る
。
ま
た
仮
借
で
「
曁
」（
や
む
を
得
ず
と
も
に
す

る
意
）
と
表
記
す
る
。『
春
秋
公
羊
伝
』
隠
公
元
年
伝
に
「『
及
』
は
何

ぞ
や
、『
與
』
な
り
。『
會
』『
及
』『
曁
』、
皆
『
與
』
な
り
」「『
曁
』、

猶
ほ
『
曁
曁
』
の
ご
と
き
な
り
」
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。『
爾
雅
』
釈

詁
下
に
「『
曁
』、『
與
』
な
り
」
と
あ
る
。
釈
訓
に
「『
曁
』、
及
ば
ざ

る
な
り
」
と
あ
る
。
思
う
に
「
及
ば
ざ
る
な
り
」
は
「
及
」
で
あ
る
。

『
春
秋
公
羊
伝
』
に
言
う
「
猶
ほ
『
曁
曁
』
の
ご
と
き
な
り
」
で
あ
）
63
（

る
。

段
玉
裁
は
「
曁
」
字
を
本
字
の
「
臮
」
に
対
す
る
仮
借
字
と
説
明
し
て
い

る
。
江
声
の
自
注
の
趣
旨
に
同
じ
か
ろ
う
。

⒂　

母

次
の
よ
う
に
自
注
す
る
。

　
　

母
、
知
流
の
反
。
今
は
通
用
で
周
と
表
記
す
）
64
（
る
。

『
説
文
解
字
注
』
九
篇
上
「
勹
」
部
「
母
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

母
、
帀
徧
な
）
65
（

り
。

　
　
「
徧
」
は
衍
字
、
削
除
す
べ
き
で
あ
る
。（
六
篇
下
の
）「
帀
」
字
下
に

「
母
な
り
」
と
あ
っ
て
（
互
訓
で
あ
る
か
ら
）、
こ
の
字
と
転
注
の
関
係

に
あ
る
。
帀め
ぐ

っ
て
徧あ
ま
ねく

な
い
の
は
無
い
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
「
徧
」
を
言

う
ま
で
も
な
い
の
だ
。
母
は
周
と
字
義
が
別
で
あ
る
。（『
説
文
解
字
』

二
篇
上
）
口
部
（
の
説
解
）
に
「
周
は
密
な
り
」
と
あ
る
。
周
は
中
が

ぎ
っ
し
り
と
密
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
徧
し
を
）
言
い
、
ま
た
母
は
外
の

囲ま
わ
り
を
隈
な
く
ひ
と
め
ぐ
り
す
る
こ
と
か
ら
（
徧
し
を
）
言
う
。
一
体

に
円
の
一
周
、
方
形
の
一
周
は
、
一
周ま
わ

り
し
た
の
ち
再
び
始
ま
る
。
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（
周
の
字
は
）
母
と
表
記
す
べ
き
で
あ
り
、
隈
な
く
ひ
と
め
ぐ
り
し
て

元
に
戻
る
の
を
言
う
の
で
あ
る
。
一
体
に
（
形
体
の
）
圜
冪
、
方
冪
、

積
冪
の
こ
と
を
、
周
と
言
う
。
そ
れ
ら
が
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
て
僅
か
な

隙
間
も
無
い
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。『
春
秋
左
氏
伝
』（
昭
公
二
十
年

伝
）
で
（
清
濁
、
…
…
出
入
、）
周
・
疏
を
反
対
語
と
し
て
い
る
の

が
、
そ
の
意
味
で
あ
る
。
今
の
字
は
周
が
流
行
っ
て
母
は
廃
れ
て
し

ま
っ
）
66
（

た
。

段
玉
裁
は
「
今
の
字
は
『
周
』
が
流
行
っ
て
『
母
』
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
」

と
説
明
し
て
い
る
。
江
声
の
自
注
の
趣
旨
に
同
じ
か
ろ
う
。

⒃　

䇓
三
笨

次
の
よ
う
に
自
注
す
る
。

　
　

䇓
、
相
兪
の
反
、
待
な
り
。
俗
に
通
じ
て
「
須
」
と
表
記
す
）
67
（

る
。

『
説
文
解
字
注
』
十
篇
下
「
立
」
部
「
䇓
」
字
下
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

䇓
、
立
ち
て
待
つ
な
）
68
（
り
。

　
　
『
古
今
韻
会
挙
要
』（
巻
三
、
平
声
上
、「
䇓
」
字
下
）
に
よ
り
「
立

而
」
二
字
を
補
足
し
た
。
今
の
字
は
大
方
「
需
」
と
表
記
し
「
須
」
と

表
記
し
て
、「
䇓
」
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。（『
説
文
解
字
』
十
一
篇

下
）
雨
部
「
需
」
字
の
説
解
に
、「
需
、
䇓
な
り
。
雨
に
遇
ひ
て
進
ま

ず
止
䇓
す
る
な
り
」
と
あ
り
、『
周
易
』
経
上
、
需
卦
象
伝
の
「
雲
の

天
に
上
る
は
需
な
り
」
を
引
く
が
、
需
は
「
䇓
」
と
音
、
意
味
い
ず
れ

も
同
じ
で
あ
る
。（
孔
子
の
弟
子
の
）
樊
遅
は
名
を
須
と
い
い
、
須
は

「
䇓
」
の
仮
借
字
で
あ
る
。「
䇓
」
字
は
僅
か
に
『
漢
書
』
翟
方
進
伝
に

（「
方
進
…
…
下
車
立
、
䇓
過
」
と
）
見
え
）
69
（

る
。

段
玉
裁
は
上
の
「
滴
」
字
に
同
じ
く
「『
䇓
』
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
説

明
し
て
い
る
。
江
声
の
自
注
の
趣
旨
に
同
じ
か
ろ
う
。

　

以
上
、
十
六
条
に
つ
い
て
『
尚
書
集
注
音
疏
』
中
の
特
異
な
用
字
を
『
説

文
解
字
注
』
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
、
江
声
の
趣
旨
は
段
玉
裁
の
所
説
と

合
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

更
に
注
目
す
べ
き
例
と
し
て
、『
説
文
解
字
注
』
の
中
に
直
接
江
声
の
名

を
挙
げ
、
そ
の
所
説
を
引
用
し
て
い
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
八
篇
上
「
从
」

部
「
从
」
字
下
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

从
、
相
聽ゆ
る

す
な
）
70
（
り
。

　
　
「
聽
」
は
「
聆
」
で
あ
る
。
引
伸
し
て
相
許
す
こ
と
を
言
う
。（『
説
文

解
字
』
三
篇
上
「
言
」
部
）「
許
」
字
の
説
解
に
「
聽
な
り
」
と
あ

る
。
思
う
に
「
从
」
は
今
の
「
從
」
字
で
あ
る
。「
從
」
が
行
わ
れ
て

「
从
」
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。『
周
礼
』
秋
官
、
司
儀
の
「
客
𠚪
ふ
、
朝

に
拜
辱
す
」（
の
「
𠚪
」
字
）
は
陸
徳
明
『
経
典
釈
文
』
の
依
拠
す
る

本
が
こ
の
通
り
で
あ
）
71
（
る
。『
説
文
解
字
』
で
一
体
に
「
某
に
从
ふ
」
と

云
う
の
を
、
大
徐
本
は
「
从
」
と
表
記
し
、
小
徐
本
は
「
從
」
と
表
記

す
る
。
江
氏
声
は
「『
从
』
と
表
記
す
る
の
が
正
し
い
。
同
類
の
も
の

が
と
も
に
す
る
こ
と
を
『
从
』
と
い
う
」
と
言
）
72
（

う
。

こ
れ
は
主
著
『
尚
書
集
注
音
疏
』
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
掲
げ
た
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名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
哲
学
）

『
六
書
説
』
一
巻
、
お
よ
び
師
で
あ
る
恵
棟
の
所
説
を
補
っ
た
『
恵
氏
読
説

文
記
』
十
五
巻
を
通
覧
し
た
結
果
、
類
似
の
論
説
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

『
尚
書
集
注
音
疏
』
は
東
晋
晩
出
の
二
十
五
篇
を
除
い
た
二
十
九
篇
と
百
篇

敘
お
よ
び
逸
文
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、『
尚
書
』
の
そ
の
範
囲
に
「
从
」

字
は
三
十
三
あ
る
。
そ
の
全
て
を
仔
細
に
調
査
し
た
結
果
、『
説
文
解
字
』

の
「
从
」
に
言
及
し
た
の
が
一
箇
所
見
ら
れ
た
。

　
　

○
女
毋
面
从
、
很
有
後
言
（
咎
䌛
𠻚
）

　
　
〔
注
〕
从
、
聽
な
）
73
（

り
。

　
　
〔
疏
〕『
説
文
解
字
』（「
从
」
字
の
説
解
に
）「
二
人
に
从
ふ
」「
相
聽
す

な
り
」
と
言
う
。
だ
か
ら
こ
そ
从
、
聽
な
り
と
言
う
の
で
あ
る
。
順
从

で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
）
74
（

る
。

し
か
し
こ
れ
は
上
に
挙
げ
た
『
説
文
解
字
注
』
に
引
く
所
説
と
は
異
な
る
。

か
と
言
っ
て
そ
れ
が
直
ち
に
『
説
文
解
字
考
証
』
か
ら
の
引
用
と
見
な
す
に

は
根
拠
に
乏
し
い
。

　
『
説
文
解
字
注
』
に
見
る
十
六
例
は
、
初
め
に
掲
げ
た
孫
星
衍
に
よ
る
伝

に
「
段
玉
裁
大
令
が
著
し
た
も
の
に
図
ら
ず
も
符
合
す
る
内
容
が
多
い
の
を

見
て
そ
の
ま
ま
筆
を
擱
き
原
稿
を
全
て
差
し
出
し
て
段
玉
裁
に
与
え
た
」
と

あ
る
の
で
、
両
者
別
々
に
研
究
し
た
結
果
が
符
合
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
こ
う
し
た
例
を
『
尚
書
集
注
音
疏
』
全
書
に
求
め
る
こ
と
も
今
後

の
課
題
と
な
ろ
う
。
し
か
し
よ
り
興
味
深
い
の
は
、『
説
文
解
字
注
』
に
引

く
江
声
説
の
更
な
る
探
索
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
江
声
の
説
文
学
の
一
端

を
窺
伺
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド  

：
尚
書
、
説
文
解
字
、
江
声
、
段
玉
裁

注（
1
） 

狩
野
直
喜
『
中
国
哲
学
史
』、
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
、
五
五
五
頁
。

（
2
） 

湯
征
は
伏
生
所
伝
、
孔
安
国
「
得
多
」
の
「
十
六
篇
」（『
漢
書
』
藝
文
志
、
六
藝

略
、
尚
書
序
）、
及
び
東
晋
晩
出
の
二
十
五
篇
に
無
く
、
序
の
み
存
す
る
も
の
で
、

『
孟
子
』
縢
文
公
下
篇
よ
り
一
条
、
梁
恵
王
下
篇
よ
り
二
条
、『
史
記
』
殷
本
紀
よ
り

一
条
を
採
る
（『
尚
書
集
注
音
疏
』
巻
四
）。
江
声
は
泰
誓
後
得
の
説
（「
尚
書
序
」

孔
穎
逹
疏
所
引
劉
向
『
別
録
』）
に
従
い
、
伏
生
所
伝
に
は
泰
誓
が
無
い
と
考
え
、

『
尚
書0

大
伝0

』
そ
の
他
か
ら
佚
文
を
収
録
し
て
い
る
（
同
巻
五
）。

（
3
） 

江
声
、
字
叔
澐
、
号
艮
庭
、
江
蘇
元
和
人
。
漢
江
革
五
十
七
世
孫
、
六
世
祖
禹
奠
、

自
休
甯
遷
呉
門
、
有
孝
行
、
載
在
方
志
。
曾
祖
大
浙
。
祖
文
懋
。
父
黔
。
生
声
、
凡

有
両
兄
一
弟
。
声
弱
不
好
弄
、
聰
慧
絶
倫
、
七
歳
就
傅
読
書
、
問
読
書
何
為
、
師
以

取
科
第
為
言
、
声
求
所
以
進
于
是
者
。
父
故
為
冶
業
、
既
折
閲
、
居
無
錫
、
声
與
兄

授
徒
為
養
。
年
二
十
九
、
遭
父
疾
、
晨
夕
侍
牀
褥
不
解
衣
帯
、
手
制
薬
餌
、
至
自
滌

楲
肱
、
視
穢
以
験
疾
進
退
。
及
居
憂
、
哀
毀
骨
立
、
逾
三
年
、
容
戚
然
如
新
喪
者
。

侍
母
疾
、
居
喪
、
亦
如
父
歿
時
、
族
黨
哀
其
至
行
。
既
孤
、
因
不
復
事
科
挙
業
、
独

好
経
義
古
学
、
得
許
氏
説
文
、
説
而
習
之
、
曰
、「
吾
始
知
読
書
当
先
識
字
也
。」
年

三
十
、
師
事
同
郡
恵
徴
君
棟
、
質
疑
難
、
居
門
下
、
学
日
以
進
。
年
四
十
一
、
始
為

尚
書
之
学
、
病
唐
貞
観
時
為
諸
経
正
義
、
自
詩
、
礼
、
公
羊
外
、
皆
取
晋
人
後
出
之

注
、
而
漢
儒
専
家
師
説
反
不
伝
。
恵
徴
君
既
作
周
易
述
、
捜
討
古
学
、
声
亦
撰
尚
書

集
注
音
疏
、
存
今
文
二
十
九
篇
、
以
別
梅
氏
所
上
二
十
八
篇
之
偽
造
、
取
書
伝
所
引

湯
征
、
太
誓
諸
篇
逸
文
、
按
書
序
入
録
、
又
採
説
文
経
子
所
引
書
古
文
本
字
、
更
正

秦
人
隷
書
及
唐
開
元
改
易
古
字
之
謬
、
輯
鄭
康
成
残
注
及
漢
儒
逸
説
、
附
以
己
見
而

為
之
疏
、
以
明
其
説
之
有
本
、
以
篆
写
経
、
復
三
代
文
字
之
旧
、
凡
四
易
稿
、
積
十

餘
年
、
雖
有
小
疵
而
大
醇
不
可
掩
矣
。
時
王
光
禄
鳴
盛
撰
尚
書
後
案
、
亦
以
疏
通
鄭

説
、
考
究
古
学
為
書
、
延
声
至
家
商
訂
疑
義
、
始
以
行
世
焉
。
声
又
病
後
世
深
求
考
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「
尚
書
集
注
音
疏
述
」と『
説
文
解
字
注
』の
符
合
挙
例（
吉
田
）

老
、
転
注
之
義
、
至
以
篆
迹
求
之
、
因
為
六
書
説
、
謂
建
類
一
首
、
即
始
一
終
亥
、

五
百
四
十
部
之
首
也
、
同
意
相
受
、
即
凡
某
之
属
皆
従
某
也
。
嘉
定
銭
判
官
坫
韙

之
。
予
亦
推
其
説
、
以
為
爾
雅
肇
祖
元
胎
之
属
始
也
、
始
亦
建
類
一
首
、
肇
祖
元
胎

皆
為
始
、
亦
同
意
相
受
、
説
文
此
類
亦
甚
多
、
推
考
老
之
訓
、
如
口
部
之
咽
嗌
也
、

嗌
咽
也
、
走
部
之
走
趨
也
、
趨
走
也
、
猶
之
考
注
老
、
老
転
注
考
矣
。
其
同
在
口

部
、
走
部
、
即
建
類
一
首
也
。
声
亦
以
為
然
、
而
戴
編
修
震
以
為
貫
全
部
則
義
太

広
。
声
折
之
曰
、
若
止
考
老
為
転
注
不
已
隘
乎
、
且
諧
声
一
義
不
貫
全
部
乎
。
声
與

戴
君
以
学
問
相
推
重
、
其
不
相
附
和
如
此
。
又
為
説
文
解
字
考
証
、
及
見
段
大
令
玉

裁
所
著
多
自
符
合
、
遂
輟
筆
并
挙
稾
本
付
之
。

（
4
） 

河
野
六
郎
「
転
注
考
」（
初
出
一
九
七
七
、『
河
野
六
郎
著
作
集
』
第
三
巻
所
収
、
平

凡
社
、
一
九
八
〇
）
一
二
七
〜
一
四
四
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
5
） 

転
注
則
由
是
而
転
焉
、
如
挹
彼
注
玆
之
注
、
即
如
考
老
之
字
、
老
属
会
意
、
人
老
則

須
髪
変
白
、
故
老
従
人
毛
冒
、
此
亦
合
三
字
為
誼
者
也
、
立
老
字
以
為
部
首
、
所
謂

建
類
一
首
、
考
與
老
同
意
、
故
受
老
字
而
従
老
省
。
考
字
之
外
、
如
耆
耊
壽
耈
之

類
、
凡
與
老
同
意
者
、
皆
従
老
省
而
属
老
、
是
取
一
字
之
意
、
以
概
数
字
、
所
謂
同

意
相
受
、
叔
重
但
言
考
者
、
挙
一
以
例
其
餘
爾
、
由
此
推
之
、
則
説
文
解
字
一
書
、

凡
分
五
伯
四
十
部
、
其
分
部
即
建
類
也
、
其
始
一
終
亥
五
伯
四
十
部
之
首
、
即
所
謂

一
首
也
、
下
云
凡
某
之
属
从
某
、
即
同
意
相
受
也
、
此
皆
転
注
之
説
也
。

（
6
） 

古
国
順
『
清
代
尚
書
学
』（
文
史
哲
出
版
社
〔
台
北
〕、
一
九
八
一
）、
一
三
一
頁
。

（
7
） 

好
尚
新
奇
之
輩
、
自
唐
至
今
、
有
集
古
篆
繕
写
之
。

（
8
） 

必
改
従
説
文
則
非
漢
人
之
旧
、
且
或
取
経
伝
諸
子
所
偁
尚
書
以
改
尚
書
、
是
尚
書
身

無
完
膚
矣
。

（
9
） 

説
文
解
字
所
偁
尚
書
、
多
不
與
経
同
、
由
孔
安
国
以
今
字
読
易
其
字
而
許
君
存
其

旧
。
如
周
礼
経
杜
子
春
二
鄭
読
易
其
字
、
伝
写
者
既
従
所
読
而
注
中
存
其
故
書
之

旧
。
周
礼
不
得
尽
改
従
故
書
、
則
尚
書
不
得
尽
改
従
説
文
也
。

（
10
） 

生
平
不
作
楷
書
、
即
與
人
往
来
筆
札
、
皆
作
古
篆
、
見
者
訝
以
為
天
書
符
籙
、
俗
儒

往
往
非
笑
之
、
而
先
生
不
顧
也
。

（
11
） 

名
古
屋
大
学
所
蔵
。
封
面
左
上
に
篆
字
で
「
疏
通
知
遠
而
不
誣
」、
左
下
に
「
近
市

凥
臧
版
」
と
あ
る
。
孫
殿
起
『
販
書
偶
記
』
巻
一
、
書
類
に
尚
書
集
注
音
疏
十
二
巻

尚
書
経
師
系
表
一
巻
、
を
著
録
し
、「
巻
一
第
二
頁
十
三
行
発
公
羊
墨
守
箴
左
氏
膏

肓
起
穀
梁
廃
疾
以
難
何
休
等
十
九
字
後
印
本

0

0

0

移
在
前
十
一
行
。
錯
乱
不
堪
、
印
工
亦

劣
」
と
指
摘
す
る
通
り
の
後
印
本
で
あ
る
。

（
12
） 

俗
加
草
頭
、
非
也
。
或
又
于
下
加
云
、
益
非
。

（
13
） 

埶
、
穜
也
。
从
品
坴
。
品
持
穜
之
。

（
14
） 『
毛
詩
』
斉
風
、
南
山
、
第
三
章
に
「
蓺
麻
如
之
何
」
と
あ
り
、『
経
典
釈
文
』
毛
詩

音
義
上
に
「
蓺
、
樹
也
。
本
或
作
藝
、
技
藝
字
耳
」
と
あ
る
。

（
15
） 

唐
人
樹
埶
字
作
蓺
、
六
埶
字
作
藝
、
説
見
経
典
釈
文
。
然
蓺
藝
字
皆
不
見
説
文
、
周

時
六
藝
字
蓋
亦
作
埶
、
儒
者
之
於
礼
楽
射
御
書
数
、
猶
農
者
之
樹
埶
也
。

（
16
） 

念
、
眇
也
。

（
17
） 

眇
、
各
本
作
妙
、
今
正
。
凡
古
言
念
眇
者
、
即
今
微
妙
字
。
眇
者
、
小
也
。
引
伸
為

凡
細
之
偁
。
微
者
、
隠
行
也
。
微
行
而
念
廃
。
玉
篇
有

字
、
引
書
虞
舜
側

、
亦

念
之
俗
体
也
。

（
18
） 

微
、
隠
行
也
。

（
19
） 

念
訓
眇
、
微
从
彳
、
訓
隠
行
、
叚
借
通
用
微
而
念
不
行
。

（
20
） 

誼
、
人
所
宜
也
。

（
21
） 

周
礼
肆
師
注
故
書
儀
為
義
、
鄭
司
農
云
義
読
為
儀
、
古
者
書
儀
但
為
義
、
今
時
所
謂

義
為
誼
。
按
此
則
誼
義
古
今
字
。
周
時
作
誼
、
漢
時
作
義
、
皆
今
之
仁
義
字
也
。
其

威
儀
字
、
則
周
時
作
義
、
漢
時
作
儀
。
凡
読
経
伝
者
、
不
可
不
知
古
今
字
。
古
今
無

定
時
、
周
為
古
則
漢
為
今
、
漢
為
古
則
晋
宋
為
今
。
随
時
異
用
者
謂
之
古
今
字
、
非

今
人
所
言
古
文
籒
文
為
古
字
、
小
篆
隷
書
為
今
字
也
。
云
誼
者
人
所
宜
、
則
許
謂
誼

為
仁
義
字
。

（
22
） 

俗
加
艸
頭
于
上
、
非
也
。

（
23
） 

臧
、
善
也
。

（
24
） 

凡
物
善
者
必
隠
於
内
也
。
以
従
艸
之
藏
為
臧
匿
字
始
於
漢
末
、
改
易
経
典
、
不
可
従

也
。

（
25
） 
藏
、
匿
也
。

（
26
） 

臣
鉉
等
案
、
漢
書
通
用
臧
字
、
从
艸
後
人
所
加
。

（
27
） 

迻
、
遷
徙
也
。
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（
28
） 

今
人
假
禾
相
倚
移
之
移
為
遷
迻
字
。

（
29
） 
移
、
禾
相
倚
移
也
。

（
30
） 
桼
、
木
汁
、
可
咼
䰍
物
。

（
31
） 

木
汁
名
桼
、
因
名
其
木
曰
桼
。
今
字
作
漆
而
桼
廃
矣
。
漆
、
水
名
也
、
非
木
汁
。
詩

書
梓
桼
、
桼
絲
皆
作
漆
、
俗
以
今
字
易
之
也
。
周
礼
載
氏
桼
林
征
二
十
而
五
、
大
鄭

曰
、
故
書
桼4

林
為
漆4

林
、
杜
子
春
云
、
當
為
桼
林
、
是
漢
人
分
別
二
字
之
厳
。
今
注

疏
譌
舛
、
為
正
之
如
此
。
こ
の
原
文
の
桼
、
漆
は
『
周
礼
』
注
と
逆
で
あ
る
。
訳
文

で
は
訂
正
し
た
。

（
32
） 

漆
、
漆
水
也
。
出
右
扶
風
杜
陵
岐
山
。
東
入
渭
。

（
33
） 

厦
、
古
文
原
。

（
34
） 

厦
、
水
本
也
。
从
灥
出
厂
下
。

（
35
） 

各
本
作
水
泉
本
也
。
今
刪
正
。
月
令
百
源
注
曰
、
衆
水
始
所
出
為
百
源
。
単
𧦝
曰

原
、
絫
𧦝
曰
原
泉
。
孟
子
原
泉
混
混
是
也
。

（
36
） 

厡
、
篆
文
从
泉
。

（
37
） 

此
亦
先
蝦
後
上
之
例
。
以
小
篆
作
厡
、
知
厦
乃
古
文
籒
文
也
。
後
人
以
厡
代
高
平
曰

訥
之
訥
、
而
別
製
源
字
為
本
厡
之
厡
。
積
非
成
是
久
矣
。「
積
非
成
是
」
は
戴
震

「
原
善
序
」
に
見
え
る
言
葉
。

（
38
） 

𨛬
、
河
東
郡
聞
喜
郷
。

（
39
） 

郷
各
本
作
縣
、
今
依
広
韵
正
。
河
東
郡
聞
喜
、
二
志
同
。
今
山
西
絳
州
聞
喜
縣
、
漢

縣
地
也
。
広
韵
曰
、
𨛬
、
郷
名
、
在
聞
喜
。
伯
益
之
後
封
於
𨛬
郷
、
因
以
為
氏
、
後

徙
封
解
邑
、
乃
去
邑
従
衣
。
按
今
字
裴
行
而
𨛬
廃
。

（
40
） 

滴
、
俗
作
散
。

（
41
） 

滴
、
分
離
也
。

（
42
） 

栃
、
𣽽
字
以
為
声
。
栃
行
而
滴
廃
。

（
43
） 

耑
、
物
初
生
之
題
也
。

（
44
） 

題
者
、
頟
也
。
人
体
頟
為
最
上
。
物
之
初
見
即
其
頟
也
。
古
発
端
字
作
此
、
今
則
端

行
而
耑
廃
、
乃
多
用
耑
為
専
矣
。
周
礼
磬
氏
已
下
則
摩
其
耑
、
耑
之
本
義
也
。
左

伝
、
履
端
於
始
、
假
借
為
耑
也
。

（
45
） 

㡿
、
昌
石
反
。
俗
偽
為
斥
。

（
46
） 

㡿
、
卻
屋
也
。

（
47
） 『
文
選
』
巻
六
、
左
思
「
魏
都
賦
」
に
「
墳
衍
斥
斥
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
引
く

『
蒼
頡
篇
』
に
は
「
斥
、
大0

也
」
と
あ
る
。

（
48
） 

卻
屋
者
、
謂
開
拓
其
屋
使
広
也
。
與
上
屋
迫
成
反
対
。
広
韵
引
作
卻
行
也
、
非
是
。

卻
屋
之
義
引
伸
之
為
𢇛
逐
、
為
充
𢇛
。
魏
都
賦
注
引
倉
頡
曰
、
𢇛
、
広
也
。
又
引
伸

為
指
𢇛
。
穀
梁
僖
五
年
伝
曰
、
目
晋
矦
𢇛
殺
是
也
。

（
49
） 

从
广
、
屰
声
。

（
50
） 

広
韵
引
無
声
字
非
是
。
…
…
俗
作
𢇛
、
斥
、
幾
不
成
字
。

（
51
） 

𨝬
本
国
名
、
後
因
以
為
氏
。
読
若
許
。
俗
竟
作
許
、
別
字
矣
。

（
52
） 

鄦
、
炎
帝
大
獄
之
胤
甫
矦
所
封
。

（
53
） 

炎
帝
神
農
氏
之
裔
子
為
大
獄
。
詳
呂
部
下
。
大
獄
封
於
呂
、
其
裔
子
甫
矦
又
封
於

鄦
。
鄦
、
許
古
今
字
。
前
志
曰
、
潁
川
郡
、
許
、
故
国
、
姜
姓
、
四
岳
後
、
太
叔
所

封
。
…
…

（
54
） 

在
潁
川
。

（
55
） 

謂
鄦
在
潁
川
許
縣
也
。
潁
川
郡
許
、
二
志
同
。
漢
字
作
許
、
周
時
字
作
𨝬
。
史
記
鄭

世
家
、
鄦
公
悪
鄭
於
楚
、
蓋
周
字
之
存
者
。
今
春
秋
経
、
伝
不
作
鄦
者
、
或
後
人
改

之
、
或
周
時
已
仮
借
、
未
可
定
也
。
不
曰
在
潁
川
許
縣
者
、
其
字
異
形
同
音
、
其
地

古
今
一
也
。
今
河
南
許
州
州
東
三
十
里
有
故
許
昌
城
。

（
56
） 

它
、
土
加
反
。
俗
作
人
傍
也
、
非
是
。

（
57
） 

它
、
虫
也
。
从
虫
而
長
。
象
冤
曲
𠂹
尾
形
。

（
58
） 

𠂹
、
各
本
作
垂
、
今
正
。
𠂹
者
、
艸
木
華
葉
𠂹
也
。
引
伸
為
凡
物
下
𠂹
之
偁
。
垂
者

遠
辺
、
非
其
義
。
冤
曲
者
其
体
、
垂
尾
者
其
末
。
虫
象
其
臥
形
、
故
詘
尾
而
短
。
它

象
其
上
冤
曲
而
下
垂
尾
、
故
長
。
詘
尾
謂
之
虫
、
垂
尾
謂
之
它
。
…
…

（
59
） 

上
古
艸
凥
患
它
。
故
相
問
無
它
乎
。

（
60
） 

上
古
者
、
謂
神
農
以
前
也
。
相
問
無
它
、
猶
後
人
之
不
恙
無
恙
也
。
語
言
転
移
、
則

以
無
別
故
當
之
、
而
其
字
或
叚
燬
為
之
、
又
俗
作
他
。
経
典
多
作
它
、
猶
言
彼
也
。

許
言
此
以
説
叚
借
之
例
。

（
61
） 

臮
、
求
利
反
。
俗
通
作
曁
。

（
62
） 

臮
、
眾
與
䛐
也
。
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（
63
） 

與
詞
各
本
誤
倒
、
今
依
廣
韵
正
。
眾
與
者
多
與
也
。
所
與
非
一
人
也
。
詞
者
意
内
言

外
之
謂
。
或
假
洎
為
之
。
如
鄭
詩
寵
偁
無
逸
爰
洎
小
人
是
也
。
又
假
曁
為
之
。
如
公

羊
伝
及
者
何
。
與
也
。
會
、
及
、
曁
、
皆
與
也
。
曁
猶
曁
曁
也
。
釋
詁
曰
、
曁
、
與

也
。
釋
訓
曰
、
曁
、
不
及
也
。
按
、
不
及
、
及
也
。
即
公
羊
所
謂
曁
曁
也
。『
春
秋

公
羊
伝
』
隠
公
元
年
伝
の
下
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
及
、
猶
汲
汲
也
。
曁
猶
曁

曁
也
。
及
、
我
欲
之
。
曁
、
不
得
已
也
。

（
64
） 

母
、
知
流
反
。
今
通
作
周
。

（
65
） 

母
、
帀
徧
也
。

（
66
） 

徧
衍
文
、
當
刪
。
帀
下
曰
、
母
也
、
與
此
為
転
注
。
帀
則
無
不
徧
者
、
不
待
言
徧

也
。
母
與
周
義
別
。
口
部
曰
、
周
者
密
也
。
周
自
其
中
之
密
言
之
。
母
自
其
外
之
極

復
言
之
。
凡
圜
周
、
方
周
、
周
而
復
始
。
其
字
當
作
母
。
謂
其
極
而
復
也
。
凡
圜

冪
、
方
冪
、
積
冪
謂
之
周
。
謂
其
至
密
無
疏
罅
也
。
左
伝
以
周
疏
対
文
、
是
其
義
。

今
字
周
行
而
母
廃
。　

（
67
） 

䇓
、
相
兪
反
、
待
也
。
俗
通
作
須
。

（
68
） 

䇓
、
立
而
待
也
。

（
69
） 

依
韵
會
補
立
而
二
字
。
今
字
多
作
需
、
作
須
、
而
䇓
廃
矣
。
雨
部
曰
、
需
、
䇓
也
。

遇
雨
不
進
止
䇓
也
。
引
易
雲
上
於
天
需
、
需
與
䇓
音
義
皆
同
。
樊
遅
名
須
、
須
者
䇓

之
假
借
、
䇓
字
僅
見
漢
書
翟
方
進
伝
。

（
70
） 

从
、
相
聽
也
。

（
71
） 

周
礼
音
義
下
「
客
𠚪
」
下
に
「
本
又
作
從
」
と
あ
る
。

（
72
） 

聽
者
、
聆
也
。
引
伸
為
相
許
之
偁
。
言
部
曰
、
許
、
聽
也
。
按
从
者
今
之
從
字
。
從

行
而
從
廃
矣
。
周
礼
司
儀
、
客
𠚪
拜
辱
於
朝
、
陸
德
明
本
如
此
。
許
書
凡
云
从
某
、

大
徐
作
从
、
小
徐
作
從
。
江
氏
聲
曰
、
作
从
者
是
也
。
以
類
相
與
曰
从
。

（
73
） 

从
、
聽
也
。

（
74
） 

説
文
从
部
云
、
从
二
人
、
相
聽
也
。
故
云
从
、
聽
也
。
謂
順
从
。
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Abstract

Examples of Correspondence between Shang-shu ji-zhu yin-shu shu 尚書集注音疏述  
and Shuo-wen jie-zi zhu 説文解字注

 YOSHIDA, Jun

 As Naoki Kano 狩野直喜 told in his History of Chinese Philosophy 中国哲学史, Jiang Sheng 江声
gave Duan Yu-cai 段玉裁 the whole manuscript that he wrote about Shuo-wen jie-zi 説文解字. There 
are a lot of unusual Chinese characters in Jiangʼs Shang-shu ji-zhu yin-shu shu 尚書集注音疏述, and 
they are often found in Duanʼs Shuo-wen jie-zi zhu 説文解字注. This paper enumerate those examples 
and consider the relation between both.

Keywords: The Book of Documents, Shuo-wen jie-zi, Jiang Sheng, Duan Yu-cai


